
清
い
崇

め
つ
め
て
豊
か
な

郷
土
づ
く
り

買
収
や

義
理
じ
ゃ
売
れ
な
い

こ
の
一
票

四
月
は
統
一
地
方
選
挙

有
権
者
の
自
覚
で

「
明
る
く
正
し
い
選
挙
」
を

こ
と
し
は
、
通
巻
の
牢
と
も
い
う
べ

く
、
幸
三
月
の
衆
議
院
総
選
挙
を
皮

切
り
に
、
幽
月
に
は
統
一
地
方
遜
肇
が

行
な
わ
れ
、
十
－
エ
ロ
に
県
知
事
お
よ
び

県
域
会
歳
員
の
逓
挙
、
十
八
日
に
は

町
長
お
よ
び
町
議
会
諸
口
の
選
挙
が
行

な
わ
れ
、
更
に
三
十
日
に
は
参
議
院
議

□
補
欠
通
学
、
－
薫
行
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
山
手
。

栂
に
地
方
遮
樺
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
最
も
身
近
か
な
選
挙
と
し
て
そ
の
関

心
を
同
く
、
そ
れ
だ
け
に
買
収
や
供

応
、
困
緑
や
硝
薬
に
よ
っ
て
、
や
ゝ
も

す
る
と
「
泣
き
言
こ
か
汚
さ
れ
、
ゆ

が
め
ら
れ
曾
三
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
遊
撃
し
そ
、
私
た
ち
国
民
一
人
一

人
が
主
鮪
薯
と
し
て
政
治
に
芯
星
空
反

映
さ
せ
る
唯
一
の
機
会
で
す
。

私
た
ち
か
、
平
和
で
、
L
J
の
わ
せ
な

暮
し
が
で
き
る
か
否
か
は
∴
旭
洋
に
お

け
る
各
自
の
白
光
あ
る
二
葉
」
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
。

こ
の
滋
味
に
お
い
て
、
来
る
べ
き
地

方
適
挙
に
は
、
買
収
、
供
応
、
閤
線
、

硝
実
な
ど
に
意
と
わ
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
誼
し
い
良
識
で
よ
く
薯
え
、
民
主

政
治
の
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
号

で
「
明
る
く
正
し
い
遮
挙
」
を
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

な
お
去
三
百
二
日
短
岡
市
に
お
い

て
「
明
る
く
正
し
い
避
挙
推
進
福
岡
県

大
会
」
が
行
な
わ
れ
、
次
の
大
会
＝
言

が
決
鼓
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
有
線
著
各

位
の
絶
大
な
る
こ
協
力
を
お
怖
い
し
ま

す

大
会
宣
言
決
議

国
男
「
五
月
の
知
事
県
読
、
囲
月
二
十
八
円
の
両
町
村

の
長
諸
員
の
迷
′
牢
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
身
近
か
な

政
浩
の
担
い
手
を
遊
び
、
か
つ
、
私
た
ち
の
審
理
や
要
点

を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
遊
撃
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
大
朝
な
追
挙
が
買
収
や
供
応
、
閃
緑

や
情
実
、
部
落
推
親
な
ど
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
、
ゆ
が
め
ら

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
地
力
‖
流
の

主
役
は
私
た
ち
白
身
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
よ
く
考
え

て
根
葉
す
る
こ
と
を
日
韓
に
、
明
る
く
近
し
い
地
力
、
地
車

持
運
運
動
を
強
力
に
蛙
開
し
ま
す
、

同
時
に
、
こ
の
大
会
の
名
に
お
い
て
、
聴
∴
束
の
惇
言
様

に
、
特
に
漁
の
実
現
を
訴
え
ま
す
∪

一
、
金
や
品
物
を
も
ら
わ
な
い
U

「
飲
み
食
い
を
し
椋
い
．

「
部
落
維
薄
を
行
な
わ
な
い
∪

一
、
政
策
と
人
物
を
み
き
わ
め
よ
う
し

昭
和
囲
∵
十
∴
隼
－
－
月
一
日

明
る
く
正
し
い
地
方
選
挙
推
進
福
岡
県
大
会

昭
和
4
1
年
度
最
終
議
会
開
催
さ
る

i
I
i
i
新
年
度
予
算
（
暫
定
）
可
決
i
1
－
－

町
長
、
町
議
会
誘
吊
の
改
選
を
一
ケ

月
後
に
堪
え
て
、
第
二
固
定
側
奨
表

決
の
し
お
り
開
催
さ
れ
、
条
嚢
と
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

準
両
定
例
会

○
招
集
一
万
十
一
日
（
会
期
十
二
日

間）

〇
十
科
議
案

1
用
和
国
十
二
年
陛
通
航
町
一
般
余

情
持
運
子
算
（
囲
月
～
六
月
）

（
町
長
、
誠
会
議
出
の
改
題
時
期

で
あ
る
の
で
停
車
十
第
周
、
九
九

一
万
円
を
計
と
）

2
棚
和
四
十
二
年
寒
帯
町
門
真
健

康
保
険
専
業
特
別
会
高
予
算
は
］

3
咽
和
四
十
二
年
麗
i
姓
的
町
上
水
道

”
林
業
特
別
会
計
予
算
苫

4
聞
和
四
十
二
年
度
遺
賢
田
鹿
業
共

済
揮
発
特
別
会
計
予
算
巷

5
違
窟
町
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

6
遺
稿
町
消
防
団
日
の
定
員
、
任
用
、

給
与
、
分
限
及
び
懲
戒
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
親
許
の
浦
防
団
条
例
は
廃
止
し
、

主
な
改
正
事
項
は
従
来
の
八
分
間

を
二
分
梢
に
攻
翻
し
て
、
二
台
の

消
防
攻
の
機
動
力
窯
業
的
に
発

揮
で
き
る
よ
う
努
め
た
こ
と
。
）

1
述
質
町
同
氏
健
康
保
険
襲
例
の

一
新
改
正
に
つ
い
て

（
国
民
鰹
康
保
険
税
の
減
網
を
行

な
う
も
の
）

8
遥
押
野
農
薬
共
済
条
例
の
一
鴻
政

市
に
つ
い
て

（
主
な
改
正
点
は
藷
共
済
に
つ

い
て
、
患
家
単
位
の
也
鍾
引
受
方

式
の
採
用
と
こ
れ
に
対
す
る
樹
／
主

の
国
郎
負
鉦
、
共
済
事
故
の
速
決

細
な
ど
で
あ
る
）

9
昭
和
四
十
一
年
蜂
瑞
鴎
町
－
簸
套

詳
棚
毘
予
塊
（
衛
士
‥
3

（
四
十
一
軍
艦
最
終
の
楠
高
予
算

で
あ
り
、
土
木
費
の
一
撃
ハ
力
士

千
i
i
j
な
と
計
五
六
三
万
九
手
口
を

計上）

的
航
和
囲
十
一
年
度
速
算
時
雨
尺
鯉

嫌
保
険
藻
特
別
余
計
補
正
予
算

（第二号）

Ⅱ
聞
知
四
十
一
生
壁
捗
敏
町
上
水
道

両
翼
特
別
会
計
術
高
予
算
（
第
二

号）



昭
和
四
十
一
年
度
を

か
え
り
み
て

還
質
町
長
　
小
川
藷
一
郎

初
春
の
薫
風
そ
し
点
く
、
よ
い
奉
納
と

な
り
ま
し
た
。
蛭
川
は
少
の
よ
う
に
過

ぎ
、
本
年
腱
も
早
や
残
り
少
な
に
な
り

ま
し
た
。

本
草
股
を
顧
み
て
、
為
す
べ
き
こ
と

の
余
り
に
多
か
っ
た
こ
L
L
を
つ
く
、
′
－

感
じ
薯
す
が
、
な
か
で
も
財
源
の
乏
し

い
車
に
∴
趣
培
中
学
校
運
動
の
挺
倣
、

水
泳
ブ
ー
ル
の
新
設
、
並
び
に
町
公
民

館
の
禦
繁
雪
教
蔚
施
設
の
充
実
を
は

じ
め
と
し
て
、
朗
燦
揚
進
入
飛
行
織
の

爆
雷
筏
嘗
地
区
に
補
償
施
設
さ
れ
た
在

籍
放
送
の
実
現
、
出
離
、
若
松
地
峡
へ

の
水
道
給
水
施
設
、
紫
苑
工
華
に
よ
る

吉
原
川
の
改
修
に
伴
う
重
広
瀬
道
路
の

拡
両
様
偶
∵
遥
幽
出
方
線
螺
道
の
一
部

鰯
襲
笹
、
詳
々
進
め
て
参
り
ま
し
た

か
ご
」
れ
等
道
韻
の
該
欄
に
つ
い
て

は
、
新
年
耽
市
に
は
姪
引
金
線
に
有
り

完
成
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す

北
部
地
区
山
手
線
の
ハ
ス
運
行
も
、

長
い
間
の
懸
策
で
あ
り
ま
し
た
が
、
同

地
区
皆
さ
ん
の
熟
慮
に
よ
り
、
や
っ
と

昨
年
末
か
ち
実
現
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、

同
地
区
圏
発
の
薬
園
を
つ
く
る
こ
と
に

な
り
、
お
よ
ろ
こ
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

現
在
進
捗
串
の
芦
尿
鉄
道
跡
地
の
県
道

化
、
芦
出
、
直
方
線
県
道
と
間
道
三
号

練
と
の
立
体
交
差
、
西
川
純
水
防
除
工

悼
∴
祷
優
一
高
篭
学
校
の
建
豊
工

事
、
商
家
地
I
ヌ
農
耕
地
、
並
び
に
大
費

猫
か
・
ら
側
聞
川
に
亘
る
凌
藻
の
鉱
雪
組

旧
工
事
、
役
現
部
長
立
地
の
聞
発
、
虫

仕
出
、
歳
末
の
麗
炭
地
朝
地
の
開
発
等

々
、
た
く
さ
ん
の
問
題
を
か
ゝ
え
な
か

ち
、
隼
随
を
終
・
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
之
が
進
捗
の
促
進
、
域
は

実
現
に
一
周
の
努
力
を
徴
注
し
、
以
て

明
る
い
神
聖
に
満
ち
た
町
造
り
を
朔
し

っ
ゝ
、
年
度
末
の
細
挨
拶
と
い
た
し
ま

す

昭
和
四
十
二
年
度

遠
賀
町
教
育
施
策
に
つ
い
て

瑞
用
蜜
避
餌
中
学
校
の
防
音
投
合
、

浅
本
校
の
－
邸
内
体
惑
、
更
に
遺
賢
中

学
校
水
沫
プ
ー
ル
運
動
場
の
濫
鵬
、
公

民
館
の
建
設
等
一
応
の
外
紙
的
な
施
設

は
嫌
っ
て
き
た
が
、
朋
和
田
十
二
年
度

は
鶏
さ
れ
た
浅
木
校
の
防
音
校
舎
建
築

を
促
進
す
る
と
共
に
、
新
制
中
学
校
発

要
一
主
用
隼
の
恩
義
あ
る
隼
で
あ
る

の
で
、
本
町
教
宵
に
お
い
て
は
一
段
と

内
容
の
充
実
に
努
め
、
よ
い
敦
背
の
環

境
、
条
件
の
濫
備
に
よ
り
教
背
の
推
進

を
期
中
あ
げ
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
次
の
蕉
木

方
卸
に
よ
っ
て
施
策
を
推
進
す
ー
霊

力
鉦

1
賞
辞
内
容
強
化

2
、
小
猿
教
育
故
ひ
に
安
全
敦
背
と
視

聴
覚
政
商
の
推
進

4
視
座
教
育
の
重
視
と
体
力
の
同
上

5
苗
少
年
の
鯉
余
話
戊
と
生
活
指
淳

の
強
化

6
社
会
教
腎
の
扱
輿

施
策

※
単
粒
教
群
に
つ
い
て

1
政
市
内
容
の
充
実
強
化
に
尊
め
ー
ん

改
訂
脂
雑
婆
蝕
が
実
施
さ
れ
て
小

・
中
学
壁
C
は
そ
れ
I
－
七
、
八

年
目
に
あ
た
り
、
ま
つ
や
く
そ
の

趣
旨
内
容
が
狙
し
ゃ
く
さ
れ
二

応
反
省
の
時
期
と
も
な
っ
て
い
る

し
、
補
習
投
薬
が
金
廃
さ
れ
捉
龍

軍
役
の
能
力
適
性
、
或
は
饗
等

の
配
慮
が
充
分
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
状
に
鑑
み
、
現
職
教

育
の
徹
底
に
よ
り
、
教
育
技
術
の

研
究
と
、
能
輝
的
授
業
の
実
施
に

よ
る
調
和
の
と
れ
た
教
苗
の
実
施

を
強
化
す
る
。

・
教
職
員
の
不
断
の
研
修

・
教
材
の
精
通
と
学
渇
持
楽
の
坊
率

・
崇
嵩
緑
の
鎚
点
化

i
・
書
，
－
－
－
－
・
く
エ
ー
－
さ
，
i
～
－
一
重
．
－
．
～
－
暮
－
1
－
－
－
1
1
1
日
1
i
l
、
t
－
…
－
’
～
“
i
－
要
義
’

浅

木

校

に

特

恵

寄

附

在
米

窮
，
メ
リ
カ
、
サ
ン
ノ
セ
（
菩
請

出
）
の
‥
継
室
論
氏
は
、
さ
き
に
浅

水
小
菅
校
創
立
九
上
周
年
の
際
、
餌
捕

食
を
需
附
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
滝
水
稔

に
脇
膏
搬
入
薬
缶
と
し
て
、
二
上
方
〓

高
　
崎
　
宗
太
郎
氏

を
更
に
今
回
ク
ラ
ン
ド
ビ
一
）
ノ
（
梱
薯

特
殊
ハ
ン
マ
し
一
台
と
図
書
館
建
詑

積
金
と
し
て
三
上
九
日
を
別
に
図
再
騰

入
金
左
方
川
を
需
附
さ
れ
志
し
た
い
有

脆
く
謝
礼
国
し
ま
雪

能
率
的
授
業
の
実
施

・
能
力
適
性
に
会
致
し
た
指
導
詰
所

（
特
殊
学
級
数
背
を
含
む
）

2
道
徳
教
育
、
安
全
教
幣
の
推
進

文
部
省
研
究
委
昭
治
雇
を
焚
け
研

究
の
成
果
を
跨
げ
た
絶
間
小
学
校

の
研
究
を
益
々
助
長
し
、
町
内
三

校
の
遁
け
い
を
密
に
し
て
道
徳
教

背
と
共
に
安
全
教
育
の
推
進
に
も

努
め
－
霊

3
科
学
技
術
教
帝
と
視
聴
覚
教
請
の

推
進

科
学
の
進
歩
は
将
に
字
箇
時
代
化

し
て
い
る
。
こ
の
時
勢
に
即
応
し

て
科
学
教
商
を
塵
祝
し
、
科
学
的

合
理
的
坐
活
態
度
の
養
成
期
を
す

る
。
浅
水
小
学
段
の
理
科
教
育
、

遠
質
中
学
校
の
統
計
教
育
の
研
究

を
蛙
盤
と
し
、
更
に
視
聴
覚
政
市

岡
持
餌
教
育
を
進
め
－
全

4
樋
康
の
増
進
と
体
力
の
向
上
を
図

る
。
正
課
体
育
の
完
成
実
施
と
、

機
外
体
育
の
避
止
化
に
努
め
る
。

水
泳
フ
ー
ル
の
高
度
的
活
用
を
は

かる。

社
会
教
背
に
つ
い
て

戦
後
二
工
i
有
余
年
、
嗣
ま
く
る
し

く
変
貌
す
る
現
社
会
に
処
す
る
為

の
社
会
教
育
の
重
大
さ
を
考
え
る

蒔
、
こ
れ
が
振
興
に
は
格
段
の
力

を
注
が
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
本

則
艮
待
望
の
公
民
館
が
建
設
さ
れ

た
の
で
こ
れ
を
学
習
の
場
と
し

て
、
侶
堤
の
坐
活
に
直
紀
し
た
学

常
在
進
め
．
霊

そ
の
た
め
に
は
住
民
が
何
を
賄
い

何
を
飲
し
て
い
一
高
か
有
点
く
調
査

し
；
」
礼
を
寵
桜
と
し
て
其
涌
性

を
も
つ
内
容
を
把
掘
し
、
身
近
か

な
間
組
を
解
決
す
る
三
善
手
始

め
と
し
て
、
継
続
的
発
嘘
的
に
掌

胃
を
滋
み
重
ね
．
霊

「
社
会
数
帝
靖
尊
者
の
雑
保

・
現
在
公
民
館
主
啓
二
お
定
員
で

寧
わ
が
、
社
会
教
育
が
広
範
囲
に

及
び
義
実
技
翼
を
関
る
た
め
、
一

名
増
員
の
実
現
に
努
力
し
た
い
。

・
公
民
飢
分
舷
良
研
修
に
よ
り
分
館

活
肋
の
充
翼
を
は
か
ゑ

公
民
館
分
館
の
教
渚
計
画
の
雄
M

二
、
社
会
政
商
内
容
の
充
た

◎
青
少
年
の
健
全
誇
戌

青
少
年
禰
淳
の
強
化

案
庭
の
日
の
実
施

◎
社
全
体
請
の
推
進

諸
富
行
軍
の
検
討

ス
ポ
ー
ツ
少
軍
同

体
脅
措
辞
嵐

町
艮
体
詩
集

◎
加
入
学
級
家
庭
教
背
学
級
等
、
成

人
敦
葦
の
学
習
内
容
の
充
実
と
カ

リ
グ
ラ
ム
の
作
成

三
、
社
会
教
背
方
法
の
刷
新

◎
映
写
機
を
購
入
し
、
視
聴
覚
的
字

源
を
進
め
る
。

◎
同
時
に
話
し
合
い
学
習
の
研
究

◎
社
会
教
育
の
総
合
的
推
進
の
研
究

公
民
館
活
動
の
目
標
設
走

「
住
み
た
い
明
る
い
町
つ
く
皇

◎
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

◎
鴫
間
を
厳
守
す
る

⑬
交
通
規
則
看
る

◎
祝
祭
日
に
は
図
族
の
掲
揚

⑮
柁
い
っ
は
い
連
動
を
ひ
ろ
げ
も
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41　対比4769

鴫∴∴∴∴％

484　　108

443　　106
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衣鵜∴i∴112
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385　　　　96
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遠柵‖∴521410

同軸1畷i弼

水割I　300l　貌

芦屋町　　400　　285

400　≡　451　　100

口」　　報　　　　の

遠賀田柄作近代化運動

昭和42年度技術垂∴阜事頻

卵膜質放縦の徹底

昏ツーU
o弟

昭
和
四
十
一
一
年
度
稲
作
近
代
化
運
動
　
H

二
割
増
収
・
二
割
省
力

1
－
地
域
別
に
集
聞
栽
培
を
す
ず
め
ま
し
ょ
う
ー
－

し
、
笠
憲
会
誌
に
稲
作
集
団
殺
璃

組
合
に
対
し
て
揺
檎
的
に
指
粕
を
行
な

わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

過
去
－
一
ヶ
年
の
収
量
の
変
遷
（
別

表
）
を
み
ま
す
と
刷
上
年
産
莱
収
量

お
る
の
で
は
な
い
か
し
J
考
え
・
b
れ
ま
す

か
ろ
史
に
榔
作
佐
産
塵
の
向
上
に
舞
め

ら
れ
、
近
代
化
の
実
を
の
け
ら
れ
ま
す

よ
う
お
欄
い
し
玉
㌔

開
削
四
十
一
草
薙
米
に
お
き
ま
し
て

は
、
穐
寮
の
皆
様
の
こ
努
力
に
よ
り
ま

し
て
記
録
的
な
好
成
巌
を
収
め
ま
し
た

こ
と
を
共
々
蕗
び
と
す
ー
宅
…
ろ
で
あ

り
ま
す
。

本
町
の
鹿
家
経
済
は
申
す
ま
で
も
な

く
稲
作
取
入
を
柱
と
し
て
お
り
ま
し
て

「
米
つ
く
り
」
の
成
否
が
、
生
活
を
左

右
す
る
と
言
っ
て
も
選
手
C
は
あ
り
ま

せん。従
っ
て
米
を
少
し
で
暑
く
穫
？

如
何
に
し
て
少
な
い
労
力
（
省
力
）
で

稲
作
経
営
を
行
な
う
か
が
今
後
の
畿
題

で
お
り
志
し
て
、
と
り
わ
け
今
年
（
間

十
一
年
陛
）
か
ら
囲
十
五
年
ま
で
五
ヶ

年
問
を
稲
作
近
代
化
寒
魔
年
次
と
し

て
、
ま
ず
収
量
に
お
い
て
は
、
現
在
の

収
量
（
囲
互
六
キ
ロ
）
を
二
脚
増
収
し

て
約
五
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
、
更
に

労
力
に
お
い
て
は
現
在
の
十
ア
ー
ル
当

り
一
一
〇
瞬
間
を
二
割
省
力
し
て
約
九

〇
時
間
に
す
る
－
し
と
を
目
測
と
し
て
い

ます。そ
の
た
め
に
は
本
町
に
嫡
し
た
稲
作

重
点
指
尊
専
攻
を
作
足
し
、
関
係
餓
閃

相
鵜
の
技
術
員
に
よ
．
金
指
報
聖
毛
細
成

に
つ
い
て
は
、
本

町
の
十
ア
ー
ル
当

り
収
量
は
邸
内
で

は
最
高
を
示
し
て

い
る
も
の
の
福
岡

螺
の
平
均
よ
り
二

八
向
、
佐
一
県
の

平
均
よ
り
九
六
鳴

い
つ
れ
も
低
く
、

三
九
隼
対
比
と
し

て
お
っ
か
一
〇
一

劣
に
過
さ
な
い
こ

と
は
全
役
員
に
稲

作
改
善
の
余
地
が

ル
二

遣
質
地
車
防
諜
両

度
鷲
改
良
普
及
所

実
施
計
画
作
成

研
究
会
の
悶
絶

姥
闇
栽
増
の
実
施

総
騎
会
計
係

肥
∴
料
∴
鯨

周
　
布
∴
俣

野
∴
隆
∴
僑

珠
年
別
の
適
正
刷
新

機
械
化
の
拍
遊

直
庸
盛
雄
の
集
団
有
戌

へ
石
歌
質
材
卑
酸
慨
資
材
等
の
強
肩

粗
大
有
機
物
の
施
用
－
生
わ
ら
の
還
元
l

合
理
的
収
種
時
期
の
決
定
と
乾
燥
調
塔
の
適
正

病
蔦
虫
防
除
の
斑
点

水
管
域
の
油
川

施
肥
藻
の
改
善

蔵
軸
潰
度
の
増
加
と
掴
楠
の
避
止

話
軸
の
駆
新
と
統

苗
代
圃
椀
の
擁
夫
と
飽
菌
の
苦
慮



あとつぎの屈住志向およびその理由

あ
と
つ
ぎ
の
居
住
志
向
お
よ
び

農
業
用
自
動
車
の
購
入
志
向

「
あ
な
た
は
麓
村
と
、
都
会
と
と
ち
　
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
別
図
の
よ

う
に
葎
み
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
ま
た
　
う
な
回
答
を
徳
ま
し
た
。

「
そ
れ
は
ど
う
い
う
理
由
か
ち
で
す
か

［
同
上

お
　
き
　
た
　
い
　
ー

譲
　
渡
　
所
　
得

甲
山

士
魂
や
薬
屋
な
ど
重
筈
と
譲
渡
所

得
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
他

の
税
金
に
比
べ
て
護
所
禍
税
は
焼
く

な
る
よ
う
な
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
税
法
を
知
ら
ず
に
姐
を
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
役
塙
税
務
係
ま
た

は
税
務
紫
に
問
い
合
わ
せ
て
正
当
な
税

金
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
煽
減
に
該
当
し

ます。

①
土
地
、
祭
壇
を
売
っ
て
居
住
用
の
莱

∴
掌
番
っ
た
域
合

②
再
薬
局
の
資
産
（
土
地
、
栗
原
）
を

慣
い
換
え
た
横
合

①
公
惑
薬
用
と
し
て
売
っ
た
場
合

③
分
割
相
続
を
し
て
寄
金
場
合
。

旧
金
璃
勲
章
年
金
受
給
者
に

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

L
1
回
パ
ー
セ
ン
ト
の
あ
と
つ
き

か
、
鰻
雨
に
住
む
C
L
J
を
有
望
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
擾
曲
は
、

1
位
席
に
は
り
か
お
る
か
ら

2
ま
わ
り
が
の
ん
び
り
し
て
い
る

3
緋
廉
に
よ
い
か
ウ

4
生
活
が
簡
諜
だ
か
ら

5
人
帰
が
こ
ま
や
か
だ
か
ら

の
脳
性
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
比
べ
て
、
純
金
に
住
み
た
い

布
型
の
十
の
と
つ
き
は
、
わ
ず
か
に
六
パ

ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
霊
せ
ん
。
残
り
の
二

「
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
と
ち
ら
で
も
よ
い

と
答
え
て
い
ま
す
。

つ
き
に
、
農
薬
用
自
動
塵
の
所
有
志

望
雰
て
み
ま
す
」
↑
現
在
農
業
用
の

日
動
申
、
二
輪
直
を
、
個
人
で
所
有
し

て
い
る
義
と
つ
き
農
家
は
二
千
回
パ

ー
セ
ン
ト
で
す
が
、
今
後
鵬
人
を
桁
理

し
て
い
る
も
の
が
二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
と
つ
き
鰻
曇
の
宰

分
は
窮
の
所
有
を
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
、
露
営

耕
地
細
麓
の
大
き
い
農
萎
C
は
、
現
往

す
で
に
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
農
業
用

の
自
動
躯
を
所
有
し
て
お
り
、
残
り
の

二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
も
、
鵬
人
を
揺
挫

し
て
い
ま
す
の
で
、
数
年
後
に
は
大
規

模
経
常
農
家
の
す
べ
て
が
、
堤
襲
用
の

自
動
垂
を
、
も
つ
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
加
と
思
わ
れ
ま
す
。

鰻
林
省
神
岡
統
計
油
壷
直
談
所

北
九
州
豊
新
地
区
調
整
官

金
　
子
∴
彦
　
二

ご

寄

附

御

礼

次
の
方
か
ー
雪
違
算
町
社
会
部
紺
地

掻
余
に
対
し
て
こ
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
紙
上
を
も
っ
て
お
礼
か
た
が

た
雄
＝
い
た
し
玉
㌔

照

一
、
／
I
二
i
茹

故
高
台
サ
カ
エ
接
待
輿
返
し
と
し
て

落
木
　
有
言
。
∴
告
厘

ク
∴
有
害
∴
工
悔

一
、
霊
義

政
高
崎
戎
郎
様
特
典
返
し
と
し
て

萎
良
　
高
幡
∴
脇
大
殿

一
、
年
轟

牧
村
的
陸
士
様
香
典
返
し
と
し
て

末
寺
　
村
旧
　
事
剛
腹

一
、
㍍
壱
封

故
白
木
樺
雑
株
帝
政
返
し
と
し
て

老
良
∴
白
木
　
神
政
殿

一
、
こ
の
た
び
胴
金
動
梁
‥
霜
鳥
蒸

着
に
関
す
る
特
別
絹
服
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

叛
の
各
亨
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
力
は
一
時
金
捨
万
用
が
も
ー
青
雲

す。
0
日
症
戦
争
、
北
海
事
変
、
日
録
戦

争
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
済
南
串

変
、
縄
州
呼
変
ま
で
の
武
功
に
上
り

金
鶏
肋
葦
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
昭
和
2
0
年
末
ま
で
金
郵
触

早
車
重
ケ
受
給
さ
れ
て
い
た
者
。

㈲
昭
和
3
8
牢
4
月
1
日
に
日
本
の
国
籍

宕
す
る
者
（
昭
和
3
8
年
3
月
3
1
日

ま
で
に
死
亡
し
た
者
は
険
か
れ
ま

す）
㈲
昭
和
2
1
牢
1
月
1
日
以
降
梱
紬
統
率

3
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
3
年
を
こ
え

る
懲
役
、
も
し
く
は
禁
錮
以
上
の
刑

に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
の
ー
な
い
着
（
固

期
間
内
に
刑
が
確
定
し
た
著
は
除
か

れ
ま
す
）

二
、
上
記
寄
与
に
よ
る
一
時
金
は
居
住

地
の
巾
町
村
長
を
経
由
し
て
、
内
聞

『
お
詫
び
』
　
　
水
道
係

先
般
来
、
突
発
密
敏
に
よ
る
断
水
で

需
要
諸
の
窮
極
に
大
変
ご
迷
惑
を
、
か

け
ま
し
た
一
J
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

去
る
2
月
残
月
は
事
故
の
た
め
時
間

前
か
・
巧
連
絡
が
あ
っ
た
時
に
は
す
で
に

断
水
に
入
っ
た
後
で
華
前
週
知
が
で
き

ず
ま
た
2
月
郊
河
の
今
市
舞
、
別
繭
地

区
の
事
故
は
フ
ル
ト
ー
母
の
乗
り
入
れ

総
理
大
臣
に
綱
求
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
本
年
4
月
1
日
か
つ

町
役
場
で
受
付
け
ま
す
の
で
、
次
の

膏
期
を
持
参
し
て
桐
所
で
請
求
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
そ
の
他
詳
し
い
こ
し
遣
使

場
社
会
係
に
お
尋
ね
下
さ
い
．

用
事
食
器
お
よ
び
勤
評
（
な
い
持
合

は
愈
動
轍
輩
を
授
与
さ
れ
た
年
月
日

磯
役
名
、
部
隊
名
、
臨
級
、
功
叛
（

年
金
証
澄
巷
号
、
功
説
経
号
）
等
を

調
べ
て
、
ま
た
雄
踏
手
張
等
を
裳
へ
一

し
て
下
さ
い
）

㈲
戸
籍
抄
本
　
㈲
印
鑑

≒
1
の
各
号
に
該
当
す
る
万
が
一
的

金
を
請
求
し
な
い
で
死
亡
さ
れ
た
と

き
は
、
そ
の
人
の
相
続
人
が
本
人
の

名
で
一
時
金
素
…
求
す
．
？
t
L
が
で

き
ま
す
が
、
そ
の
手
続
き
は
2
し
高

じ
で
す
か
ら
役
場
に
お
尋
ね
下
さ

な
お
、
支
那
事
変
で
、
昭
和
1
5
車

4
月
2
g
買
付
の
受
給
者
は
詑
当
し
ま

せ，霊

に
よ
る
破
渦
の
た
め
、
当
初
一
ヶ
所
の

椎
斑
で
終
る
と
思
っ
て
い
た
も
の
対
数

ヶ
所
に
及
ん
で
い
た
た
め
断
水
時
間
が

伍
長
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

突
発
中
級
は
、
憲
藷
の
持
桜
に
思
わ

ぬ
こ
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、

榛
と
し
て
も
、
で
き
る
だ
け
早
く
連
絡

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
の
で
、
こ
理

鮒
の
一
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。


